
（１）構成員  
   本部長：知事、副本部長：副知事、その他部長会議メンバー 
（２）事務局 （企画調整部復興・総合計画課） 
   ○ 実務的な検討を行うワーキンググループを設置（課長級） 
    ①地域づくり関係（地域振興課 など） 
    ②子育て支援関係（子育て支援課 など） 
    ③仕事づくり関係（商工総務課 など） 

  （３）外部の意見の反映 
① 有識者会議の開催（学識経験者、産業界等から１０名程度委嘱） 

② 若者、女性の意向調査等の実施   

③ フォーラムの開催                                              

④ 市町村会議の開催 
 

３ 役割 

       地域創生･人口減少対策本部について（案） 平成26年12月1日 
復興・総合計画課 

（１）本県の人口減少が進行する中、東日本大震災・原発事故等に伴い、より問題が深刻化し、地域の姿そのものが変化しつつあるこ    
とを踏まえ、人口減少を克服し、地域の活性化を推進する施策・取組について全庁的な総合調整を行う。  

（２）有識者や若者、女性を中心に、広く県民の意見を取り入れながら、本県の実情を分析し、全県的に施策を推進していく体制を構 
     築する。  
（３）国の設置した「まち・ひと・しごと創生本部」と連動した施策の全庁一体的な推進を図る。 

２ 目的 

４ 本年度のスケジュール（想定） 

1月 2月 3月 

第1回会議 
 
（立ち上げ） 
 
市町村会議 
 

第3回会議  
→人口ビジョン、 
 総合戦略骨子 
 について 

第1回有識者会議 
→併せて有識者に  
 よる基調講演 
 
第2回会議 
 
→主な論点整理 
 

12月 

 
 
  
 
第2回有識者会議 
→人口ビジョン、 
 総合戦略骨子 
 について 
 
 
 
 

○ 来年度の工程 

(1)タウンミーティングの 
 開催（5月～7月） 
(2)若者､女性等の意向調査 
 （5月～8月） 
(3)人口ビジョン､総合戦略 
 案作成（９月） 
 

 【10月】 
       ・人口ビジョン、 
       ・総合戦略策定 

   本県の将来的な人口目標（シミュレーション）の設定 
２ １    人口分析、目標（シミュレーション）の設定 

   ふくしま人口ビジョン（仮称）・ふくしま総合戦略（仮称）策定、市町村版人口ビジョン・総合戦略策定の支援 

  地域の活性化に関する効果的な取組の促進 
  人口減少対策（自然増減、社会増減対策）の充実強化          
  
 
 

 魅力ある地域づくり、定住促進策、働く場の確保、 
 結婚・少子化対策、子育て・教育環境整備、若者の 
 流出抑制、人口流入促進 など 

２ 

   ３    人口減少社会における本県のあるべき姿等の提起    地域間連携のあり方、東京一極集中の是正 など 

（４）今後の予定 

○本部会議の開催（Ｈ２６．１２～） 

○ワーキンググループの開催（Ｈ２６．１２～） 

○市町村担当者会議の開催（Ｈ２６．１２～）     

○有識者会議の開催（Ｈ２７．１～） 

○若者・女性の意向調査等の実施（Ｈ２７．５～） 

○地方人口ビジョン・総合戦略の策定（Ｈ２７．１０頃） 

 ○ 本県の将来人口は、２０４０年に約１４９万人と推計。（社会保障・人口問題研究所による人口推計（平成２５年３月発表））〈表１〉 

 ○ 本県の人口は１９９８年から減少に転じ、特に年少人口（０～15歳未満）は１９５０年から減少の一途。〈表１、２〉 

 ○ 東日本大震災の影響で、２０１１年は３万人を超える社会減。２００９年、２０１３年は、特に１５歳から２４歳までの転出が多い。〈表３〉 

 ○ 県外への転出先は、東京圏が多い。近年は進学等で県外に転出した若い世代が本県に戻ってこない傾向が顕著。〈表４、表５〉 

１ 本県の状況 

 ４ 運営､進め方 

資料１ 
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